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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送風機を介して空気が流通される風路中に、該風路を横断する方向に直列に配列された
複数個の熱交換器を備え、該熱交換器に対して各々独立した別系統の冷媒系統を有する室
外ユニットが接続されている空調機において、
　前記複数の熱交換器に対して、空気流れ方向の上流側に各熱交換器に対する空気の流通
を個別に遮断可能な遮断手段が設けられ、
　前記遮断手段は、モータと、該モータにより駆動され、空気流路を開閉するバンパとを
備えたモータダンパにより構成されるとともに、各々独立して作動可能とされており、
　暖房運転中に、デフロスト運転または油戻し運転により前記熱交換器のいずれかが蒸発
器として機能する際、当該熱交換器に対応する前記モータダンパによりその空気流路が遮
断可能とされていることを特徴とする空調機。
【請求項２】
　前記送風機は、前記遮断手段の少なくとも１つが作動されたとき、吹出し風量が目標風
量となるように制御する構成とされていることを特徴とする請求項１に記載の空調機。
【請求項３】
　前記室外ユニットは、前記遮断手段の少なくとも１つが作動されたとき、吹出し温度が
目標温度となるように制御する構成とされていることを特徴とする請求項１または２に記
載の空調機。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、室内空気や外気を取り入れ、それを温調後、ダクトを介して空調空間に送風
する、エアハンドリングユニットと称されている大空間の空調に適用される空調機に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　熱交換器、送風機、エアフィルタ、必要に応じて加湿器等が設置されているユニット本
体内にダクトを介して室内空気や外気を導入し、該空気と冷媒とを熱交換器で熱交換させ
て冷却または加熱した後、その温調風をダクトで各空調空間に送風する大型のエアハンド
リングユニットと称されている空調機において、ユニット本体の風路中に、該風路を横断
する方向に直列に配列された複数個の熱交換器を設置し、該熱交換器に対して各々独立し
た別系統の冷媒系統を有する室外ユニットを接続した空調機が知られている。
【０００３】
　このような空調機では、暖房運転中にいずれかの室外ユニットがデフロスト運転を開始
した場合でも、そのまま暖房運転を継続するため、送風機は停止されることなく継続運転
される。その結果、デフロスト運転を開始した室外ユニットに接続されている室内熱交換
器は蒸発器となり、室内送風機の運転によって冷風が吹出されるか、もしくは吹出し温度
が低下するという事態に陥る。
【０００４】
　そこで、複数の室内熱交換器に対応して各々室内送風機を設け、複数台の室外ユニット
が同時にデフロスト運転に入らないように、１台の室外ユニットがデフロスト運転を開始
したとき、他方の室外ユニットの暖房運転を強制的に継続させ、その室内送風機および圧
縮機を１台運転状態に合わせて制御するとともに、デフロスト運転を開始した側のユニッ
トの室内送風機を停止または微風運転として、冷風の吹出しを抑えるようにした空調機が
特許文献１に提示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－９７２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１に示された空調機では、１つの室内ユニット本体内に設
けられている複数台の室内熱交換器に対応して、それぞれ室内送風機を複数台設ける必要
があり、構成の複雑化およびコストアップは避けられないという課題があった。
　また、デフロスト運転しているユニット側の室内送風機を停止または微風運転にしたと
しても、通風路が区画されていない限り、蒸発器を流通した冷風が吹出すことを抑えるこ
とは困難であり、冷風の吹出しや吹出し温度の低下を解消することができないという課題
があった。
【０００７】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであって、暖房運転中に複数台の熱交
換器の少なくとも１つが蒸発器となった場合でも、冷風の吹出しを阻止できる簡素な構成
の空調機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記した課題を解決するために、本発明の空調機は、以下の手段を採用する。
　すなわち、本発明にかかる空調機は、送風機を介して空気が流通される風路中に、該風
路を横断する方向に直列に配列された複数個の熱交換器を備え、該熱交換器に対して各々
独立した別系統の冷媒系統を有する室外ユニットが接続されている空調機において、前記
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複数の熱交換器に対して、空気流れ方向の上流側に各熱交換器に対する空気の流通を個別
に遮断可能な遮断手段が設けられ、前記遮断手段は、モータと、該モータにより駆動され
、空気流路を開閉するバンパとを備えたモータダンパにより構成されるとともに、各々独
立して作動可能とされており、暖房運転中に、デフロスト運転または油戻し運転により前
記熱交換器のいずれかが蒸発器として機能する際、当該熱交換器に対応する前記モータダ
ンパによりその空気流路が遮断可能とされていることを特徴とする。
【０００９】
　本発明によれば、送風機を介して空気が流通される風路中に設けられている複数個の熱
交換器に対して、空気流れ方向の上流側に各熱交換器に対する空気の流通を個別に遮断可
能な遮断手段が設けられ、該遮断手段は、モータと、該モータにより駆動され、空気流路
を開閉するバンパとを備えたモータダンパにより構成されるとともに、各々独立して作動
可能とされており、暖房運転中に、デフロスト運転または油戻し運転により熱交換器のい
ずれかが蒸発器として機能する際、当該熱交換器に対応する前記モータダンパによりその
空気流路が遮断可能とされているため、暖房運転中にいずれかの冷媒系統においてデフロ
スト運転または油戻し運転が実施され、いずれかの熱交換器が蒸発器として機能する事態
となっても、該熱交換器に対応して設けられている遮断手段を作動し、該遮断手段を構成
するモータダンパにより当該熱交換器に対する空気の流通を遮断することにより、当該熱
交換器からの冷風の吹出しを阻止することができる。従って、暖房運転中における冷風の
吹出しや吹出し温度の低下を最小限に抑制することができ、フィーリングの向上、暖房性
能の向上を図ることができる。また、各熱交換器に対する空気流路を遮断するモータダン
パを空気流れ方向の上流側に設けることにより、蒸発器として機能する熱交換器に空気が
接触して流れる状態を解消できるため、温風の温度低下を微小にして、暖房性能を向上す
ることができる。更に、遮断手段をモータダンパで構成することにより、モータダンパを
熱交換器の表面に一体に組み付けるだけで、簡単に熱交換器に対する空気の流通を遮断可
能とすることができ、しかもモータダンパとして汎用の市販品を使用することができるた
め、遮断手段を設けるためのコストを最小限に抑えることができる。
【００１０】
　さらに、本発明の空調機は、上記の空調機において、前記送風機は、前記遮断手段の少
なくとも１つが作動されたとき、吹出し風量が目標風量となるように制御する構成とされ
ていることを特徴とする。
【００１１】
　本発明によれば、送風機が、遮断手段の少なくとも１つが作動されたとき、吹出し風量
が目標風量となるように制御する構成とされているため、遮断手段の作動により風路内の
圧損が増加して吹出し風量が変化しても、送風機により風量を増減して吹出し風量を目標
の風量に制御することができる。従って、吹出し風量を目標値にキープし、暖房時のフィ
ーリングおよび能力を確保することができる。
【００１２】
　さらに、本発明の空調機は、上述のいずれかの空調機において、前記室外ユニットは、
前記遮断手段の少なくとも１つが作動されたとき、吹出し温度が目標温度となるように制
御する構成とされていることを特徴とする。
【００１３】
　本発明によれば、室外ユニットが、遮断手段の少なくとも１つが作動されたとき、吹出
し温度が目標温度となるように制御する構成とされているため、遮断手段の作動により風
路内の圧損が変化して風量が変わり、それに伴い吹出し温度が変化しても、各室外ユニッ
トにより圧縮機の回転数を増減して吹出し温度を目標の温度に制御することができる。従
って、吹出し温度を目標値にキープし、暖房時のフィーリングおよび能力を確保すること
ができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によると、暖房運転中にデフロスト運転や油戻し運転が実施され、いずれかの熱
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交換器が蒸発器として機能する事態となっても、該熱交換器に対応して設けられている遮
断手段を作動し、そのモータダンパで当該熱交換器に対する空気の流通を遮断することに
より、当該熱交換器からの冷風の吹出しを阻止することができるため、冷風の吹出しや吹
出し温度の低下を最小限に抑制することができ、フィーリングの向上、暖房性能の向上を
図ることができる。また、各熱交換器の上流側に設けられているモータダンパにより空気
流路を遮断し、蒸発器として機能する熱交換器に空気が接触して流れる状態を解消できる
ため、温風の温度低下を微小にして、暖房性能を向上することができる。更に、遮断手段
をモータダンパで構成することにより、モータダンパを熱交換器の表面に一体に組み付け
るだけで、簡単に熱交換器に対する空気の流通を遮断可能とすることができ、しかもモー
タダンパとして汎用の市販品を使用することができるため、遮断手段を設けるためのコス
トを最小限に抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態に係る空調機の構成図である。
【図２】図１の空調機に組み込まれるモータダンパの開状態の側面図（Ａ）および閉状態
の側面図（Ｂ）である。
【図３】図１の空調機に組み込まれたモータダンパの制御フロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に、本発明にかかる実施形態について、図１ないし図３を参照して説明する。
　図１には、本発明の一実施形態に係る空調機の構成図が示され、図２には、その空調機
に組み込まれるモータダンパの開状態の側面図（Ａ）および閉状態の側面図（Ｂ）が示さ
れている。
　空調機１は、ユニット本体２を備え、該ユニット本体２内に室内送風機３および複数台
の熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃが設けられている。この複数台の熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃ
は、ユニット本体２内の風路５中に、該風路５を横断する方向に直列に配列されている。
【００１７】
　ユニット本体２内には、図示省略のダクトを経て室内空気または外気あるいはその両方
が吸込まれるようになっており、その空気を熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃで冷却または加熱
して冷風または温風となし、図示省略のダクトを介して各空調空間に送風する構成とされ
ている。また、ユニット本体２内には、室内コントローラー６が設けられ、吹出し温度Ｔ
および吹出し風量（圧力）Ｐを検出し、室内送風機３の回転数および後述する室外ユニッ
ト７Ａ，７Ｂ，７Ｃ内に設置されている圧縮機（図示省略）の回転数を増減することによ
って、吹出し温度Ｔおよび吹出し風量（圧力）Ｐを目標温度Ｔｅおよび目標風量（圧力）
Ｐｅに制御している。
【００１８】
　なお、ユニット本体２内には、風路５の空気吸込み側にエアフィルタが設けられている
とともに、熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃの下流側に必要に応じて加湿器等が設けられること
があるが、これらは図示省略されている。
【００１９】
　複数台の熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃには、各々独立した別系統の冷媒系統を有する室外
ユニット７Ａ，７Ｂ，７Ｃが冷媒配管および通信線８Ａ，８Ｂ，８Ｃ等を介して接続され
ている。各室外ユニット７Ａ，７Ｂ，７Ｃには、公知の如く、冷媒を圧縮する圧縮機、冷
媒の循環方向を冷房サイクルまたは暖房サイクルに切換える四方切換弁、冷媒を凝縮また
は蒸発する室外空気熱交換器、室外空気熱交換器に外気を流通する室外送風機および室外
側コントローラー等が設けられている。
【００２０】
　更に、ユニット本体２内において、熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃの空気流れ方向の上流側
表面には、各熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃに対する空気の流通を遮断可能な遮断手段（モー
タダンパ）９Ａ，９Ｂ，９Ｃが設置されている。遮断手段９Ａ，９Ｂ，９Ｃには、例えば
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市販品である汎用のモータダンパＭＤ１，ＭＤ２，ＭＤ３を用いることができる。このモ
ータダンパＭＤ１，ＭＤ２，ＭＤ３は、熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃの前面に組み付けて一
体化し、ユニット本体２内に組み込むことができる。
【００２１】
　上記モータダンパＭＤ１，ＭＤ２，ＭＤ３は、図２（Ａ），（Ｂ）に示されるように、
矩形状の筒形枠体１０を備えており、該筒形枠体１０内に上下方向に３枚のバタフライダ
ンパ１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃが、各々回転軸１２Ａ，１２Ｂ，１２Ｃを介して回動自在に
設置され、筒形枠体１０の外側に設けられているモータ１３によりリンク機構１４を介し
て同期回転されるように構成されている。図２（Ａ）には、バタフライダンパ１１Ａ，１
１Ｂ，１１Ｃが水平状態に回動され、空気流路を開放している状態が示され、図２（Ｂ）
には、バタフライダンパ１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃが垂直状態に回動され、空気流路を遮断
している状態が示されている。
【００２２】
　モータダンパＭＤ１，ＭＤ２，ＭＤ３は、以下の通り開閉制御される。
　熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃを蒸発器として機能させ、冷房運転を行っている間、モータ
ダンパＭＤ１，ＭＤ２，ＭＤ３は常時開放されている。一方、熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃ
を凝縮器として機能させ、暖房運転を行っている間も、通常運転中は開放されている。し
かし、暖房運転を行っているとき、外気温が低いと、室外ユニット７Ａ，７Ｂ，７Ｃ側の
室外空気熱交換器に霜が付く場合がある。室外空気熱交換器に霜が堆積すると、熱交換が
阻害され、暖房能力が低下するため、暖房運転を中断し、冷媒回路を冷房サイクルに切換
えることによってデフロスト運転を行うようにしている。この場合、室内側の熱交換器４
Ａ，４Ｂ，４Ｃは、蒸発器として機能することとなる。
【００２３】
　同様に、空調機１の運転中、圧縮機内の潤滑油が冷媒回路側に冷媒と共に流出し、その
潤滑油量が少なくなると、圧縮機が潤滑不良を惹起する可能性が生じる。そこで、圧縮機
の潤滑油不足を解消するため、定期的にあるいは潤滑油の流出量を検出して油戻し運転を
行うようにしている。油戻し運転は、冷房サイクルにて行うようにしているため、暖房運
転中に油戻し運転を行う場合も、冷媒回路は冷房サイクルに切換えられる。従って、この
場合も室内側の熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃは、蒸発器として機能することとなる。
【００２４】
　このように、暖房運転時に、室内側の熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃが蒸発器として機能す
ると、暖房運転中にも拘らず、熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃから冷風が吹出し、空調空間に
その冷風が吹出したり、温風の温度を低下したりする。そこで、かかる冷風の吹出しや吹
出し風の温度低下を防止するため、熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃの上流側表面に、これら熱
交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃに対する空気の流通を遮断可能な遮断手段９Ａ，９Ｂ，９Ｃが設
けられており、複数の冷媒系統のいずれかがデフロスト運転（または油戻し運転）を開始
すると、その冷媒系統の対応するいずれかの熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃの上流側表面に設
けられている遮断手段９Ａ，９Ｂ，９Ｃ（モータダンパＭＤ１，ＭＤ２，ＭＤ３）を、図
２（Ｂ）に示される状態に作動し、熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃに対する空気の流通を遮断
するようにしている。
【００２５】
　つまり、図３に示されるように、通常の暖房運転中に、いずれかの冷媒系統の室外空気
熱交換器がデフロストの必要性あるいはいずれかの冷媒系統が油戻し運転の必要性がある
と検知された場合、ステップＳ１の如く、デフロスト運転（または油戻し運転）が開始さ
れる。これにより、ステップＳ２において、例えばモータダンパＭＤ１が遮断される。モ
ータダンパＭＤ１が遮断されると、吹出し温度Ｔおよび吹出し風量（圧力）Ｐが変化する
ため、ステップＳ３において、吹出し風量（圧力）の検出値Ｐが、目標風量（圧力）Ｐｅ
になっているか否かを判定する。ここで、Ｐ≠Ｐｅの場合、ステップＳ４において、室内
送風機３のモータ回転数を増減し、Ｐ＝Ｐｅとなるように制御する。
【００２６】
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　また、室内送風機３の回転数を増減して風量が変わると、それに伴って吹出し温度Ｔが
変化するため、ステップＳ３において、Ｐ＝Ｐｅとなると、ステップＳ５に移行し、吹出
し温度の検出値Ｔが、目標温度Ｔｅになっているか否かを判定する。ここで、Ｔ≠Ｔｅの
場合は、ステップＳ６に移行し、室外ユニット７Ａ，７Ｂ，７Ｃ中の暖房運転を継続して
いるユニットの圧縮機回転数を増減し、Ｔ＝Ｔｅとなるように制御する。これにより、モ
ータダンパＭＤ１，ＭＤ２，ＭＤ３の開閉動作に拘りなく、吹出し温度Ｔおよび吹出し風
量（圧力）Ｐを、それぞれ目標温度Ｔｅおよび目標風量Ｐｅに制御することができるよう
になる。
【００２７】
　以上に説明の構成により、本実施形態によれば、以下の作用効果を奏する。
　冷房運転時、室内側の熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃは、蒸発器として機能される。この蒸
発器４Ａ，４Ｂ，４Ｃで、室内送風機３を介してユニット本体２内に吸込まれ、風路５内
を流通する空気と低温の気液二相冷媒とが熱交換される。これによって、冷却された空気
は、ダクトを介してそれぞれの空調空間に送風され、冷房に供される。
【００２８】
　また、暖房運転時、熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃは、凝縮器として機能される。この凝縮
器４Ａ，４Ｂ，４Ｃで、室内送風機３を介してユニット本体２内に吸込まれ、風路５内を
流通する空気と高温の冷媒ガスとが熱交換される。これにより、加熱された空気は、ダク
トを介してそれぞれの空調空間に送風され、暖房に供される。この暖房運転中に、３系統
の冷媒系統のいずれかがデフロスト運転あるいは油戻し運転を開始すると、その冷媒系統
の熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃは、上記したように、蒸発器として機能することとなる。
【００２９】
　そこで、本実施形態では、デフロスト運転あるいは油戻し運転を開始した冷媒系統に対
応する熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃの上流側に設けられている遮断手段９Ａ，９Ｂ，９Ｃで
あるモータダンパＭＤ１，ＭＤ２，ＭＤ３を動作させ、当該熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃを
流通する空気を遮断するようにしている。これによって、当該熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃ
からの冷風の吹出しを阻止することができる。このため、冷風の吹出しや吹出し温度の低
下を最小限に抑制することができ、フィーリングの向上、空調性能の向上を図ることがで
きる。
【００３０】
　また、本実施形態では、遮断手段９Ａ，９Ｂ，９Ｃを構成するモータダンパＭＤ１，Ｍ
Ｄ２，ＭＤ３を、それぞれ熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃに対して、空気流れ方向の上流側に
設けているため、暖房運転中に、いずれかの熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃが蒸発器として機
能する事態となっても、該熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃに空気が接触して流れる状態を解消
することができる。これによって、温風の温度低下を微小とし、暖房性能を向上すること
ができる。
【００３１】
　また、モータダンパＭＤ１，ＭＤ２，ＭＤ３は、モータ１３と、該モータ１３により回
動され、空気流路を開閉する複数枚のバタフライバンパ１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃとを備え
た汎用のモータダンパにより構成されており、このモータダンパＭＤ１，ＭＤ２，ＭＤ３
を熱交換器４Ａ，４Ｂ，４Ｃの表面に一体に組み付けることによって、簡単に熱交換器４
Ａ，４Ｂ，４Ｃに対する空気の流通を遮断することが可能となる。このモータダンパＭＤ
１，ＭＤ２，ＭＤ３は汎用の市販品でよく、従って、遮断手段９Ａ，９Ｂ，９Ｃを設ける
ためのコストを最小限に抑えることができる。
【００３２】
　更に、デフロスト運転あるいは油戻し運転により遮断手段９Ａ，９Ｂ，９Ｃの少なくと
も１つが作動されたとき、吹出し風量（圧力）Ｐあるいは吹出し温度Ｔが変化するが、吹
出し風量（圧力）Ｐおよび吹出し温度Ｔを検出し、室内送風機３の回転数および圧縮機の
回転数を制御することにより、該吹出し風量（圧力）Ｐおよび吹出し温度Ｔが、目標風量
（圧力）Ｐｅおよび目標温度Ｔｅとなるように制御しているため、吹出し風量（圧力）Ｐ
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確保することができる。
【００３３】
　なお、本発明は、上記実施形態にかかる発明に限定されるものではなく、その要旨を逸
脱しない範囲において、適宜変形が可能である。例えば、上記実施形態では、各熱交換器
４Ａ，４Ｂ，４Ｃに対応して設けられている室外ユニット７Ａ，７Ｂ，７Ｃを、それぞれ
２台のユニットを並列に接続したユニット構成としているが、これに合わせて各熱交換器
４Ａ，４Ｂ，４Ｃにおける冷媒流路を上下で複数系統に分離した構成としてもよい。
【００３４】
　また、上記実施形態では、吹出し風量（圧力）Ｐおよび吹出し温度Ｔを検出し、それが
目標風量（圧力）Ｐｅおよび目標温度Ｔｅとなるように、室内送風機３の回転数および圧
縮機の回転数をそれぞれ制御するようにしているが、これ以外にも、例えばモータダンパ
ＭＤ１，ＭＤ２，ＭＤ３の動作台数に応じ、予め定められている回転数ずつ段階的に室内
送風機３の回転数および圧縮機の回転数を変化させるようにしてもよい。
【符号の説明】
【００３５】
１　空調機
２　ユニット本体
３　室内送風機
４Ａ，４Ｂ，４Ｃ　熱交換器
５　風路
７Ａ，７Ｂ，７Ｃ　室外ユニット
９Ａ，９Ｂ，９Ｃ　遮断手段（モータダンパＭＤ１，ＭＤ２，ＭＤ３）
１０　筒形枠体
１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃ　バタフライダンパ
１２Ａ，１２Ｂ，１２Ｃ　回転軸
１３　モータ
１４　リンク機構
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